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令和４(2022)年度フロンティア入試TypeⅡ基本方針（案） 

【工学部応用理工系学科】（応用物理工学コース） 

趣 旨 ・ 目 的 

 

応用物理学は，物理の基本原理・法則の探求に加え，実社会に必要とされる技術の創

出と開発、物理学的視点に基づいた新しい科学領域の創成など、革新的な知のフロンテ

ィア開拓を目指す学問である。そのためには，十分な基礎学力とともに，自然科学や人

間社会に対する高い関心と柔軟な発想力が必要とされる。応用物理工学コースでは，従

来の選抜方法では見逃されていた上記の素養を持った学生を選抜することを目的とし

て，基礎学力，論理的思考力，および目的意識の高さを重視したフロンティア入試を実

施する。 

募 集 人 員 

 

15 名 

※ 選抜の結果，合格者が募集人員に満たない場合，その欠員は本学が実施する一般

選抜（後期日程試験）の募集人員に加える。 
 

求める学生像 

 

� 物理学および数学に関する十分な基礎学力があり，論理的思考能力を持つ学生。 
� 自然界における物理現象の解明を志す学生。 
� 人間社会に貢献できる新技術の創出に高い関心を持つ学生。 
� 将来，応用物理学分野の研究者や技術者を目指す意欲のある学生。 

出 願 資 格 

 

次のいずれかの資格に該当すること。 

① 高等学校又は中等教育学校を令和４(2022)年３月に卒業見込みの者及び学校教

育法施行規則第 93 条第３項の規定に基づき，令和３(2021)年４月から令和４

(2022)年３月までに卒業又は卒業見込みの者 

② 高等学校又は中等教育学校を令和３(2021)年３月に卒業した者及び学校教育法

施行規則第93条第３項の規定に基づき，令和２(2020)年４月から令和３(2021)年

３月までに卒業した者 

③ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定し   

た在外教育施設の当該課程を令和３(2021)年４月から令和４(2022)年３月までに

修了又は修了見込みの者 
 

 

出 願 要 件 

 

  次のすべての要件に該当すること。 

① 合格した場合，入学を確約できる者 

② 高等学校等で「数学Ⅲ」及び「物理」を履修した者 

（既卒者については，該当科目を履修した者と同等の学力を有する者を含む）  

選 抜 方 法 

調査書、自己推薦書、適性試験および面接の結果を総合的に判断し，合格者を決定する。 
 
１ 第１次選考 

調査書，自己推薦書により選考を行う。 
なお，配点は以下のとおりとする。 
 

第１次選考 配 点 

調 査 書 90 

自己推薦書 10 

 

 

別紙５ 



（北海道大学） 
 

- 2 - 

 

２ 第２次選考 

第１次選考に合格した者に対して，適性試験を課し，面接を行う。 

・適性試験：基礎的な知識及び技能の他，思考力及び判断力等を評価する。 
適性試験では，前半（60分）で数学の計算問題，後半（120分）で数学および理科

（物理）の論述問題を課す。 
出題範囲は以下のとおりとする。 
＜共通問題＞ 

科 目 出 題 範 囲 
数 学 

（100 点） 
(150 点×0.67) 

数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ａ・Ｂ 
（数学Ａは「場合の数と確率」，「整数の性質」，「図形

の性質」，数学Ｂは「数列」，「ベクトル」とする。） 
＜選択問題＞ 

科 目 出 題 範 囲 
数 学 
100 点 

 

数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ａ・Ｂ 
（数学Ａは「場合の数と確率」，「整数の性質」，「図形

の性質」，数学Ｂは「数列」，「ベクトル」とする。） 
物 理 
250 点 

（150 点×1.67） 
物理基礎及び物理 

 

・面接：物理学の能力、コミュニケーション能力、目的意識の高さ、等を問う。 

 
なお，適性試験及び面接の配点は以下のとおりとする。 

第２次選考 配 点 

適性試験 450 

面   接 50 
 

 

 

 


